
■ 私の工夫  

電子メールでの保育所健康管理   

渡部 礼二  

わたなべ小児科医l堤   

はじめに  

「保育所保育指針」で，保育所での嘱託医は園  

児の保育健康面の相談・助iチの任を負っている  

が，日々の疾病状況はほとんど把捉できていない  

のが実情であり，少なくとも以I1年の私はそうで  

あった。   

電子メールと汎JIJ統計ソフトであるExccl（マ  

イクロソフト）のファイルリンク機能，関数．汁貸  

機能とグラフ機能を利川して，毎；flの凶兄の健康  

状態を緯時的グラフとして把撫できるシステムを  

構築し，㍗隼問保育所の疾症l犬態をモニターし，  

保育所に助．㌻等をしている。その概略を紹介する。  

方 法  

1）保育所側   

人力ファイル（図1）のト1付は，連続件を保つ  

ために休祭L」を除いた表である。   

事故欠を除いたその「lのクラスの人数（病欠を  

含む）を人力する。クラス分けされた各個人のセ  

ルに㈲兄の健應状況を人力する。咳・削十等の呼  
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図1入力ファイル  
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■私の仁美  

吸器症状は「せき」の「S」．卜痢・l帰吐など消  

化器症状は「げi）」の「G」，発疹は「はっしん」  

の「H」，熱は「ねつ」の「N」，病欠での欠席は  

「やすみ」の「Y」を．ミ己人するっ rl常牛清を妨げ  

る程度の虹状であれば人文一ナ：，症状が軽ければ小  

文すを祐個人のセルにi‡己人する。「H」は明らか  

な発疹，「h」は発疹か湿疹かlズ別ができない場合，  

「Y」は病欠，「）′」は病気｝退，「N」は38．0℃以  

卜，「11」はj8．（）℃木浦と約束している。「NY」  

は「熱でお休み」である。   

個々のセルの中のそれらの文での数をクラス毎  

に集計するわけで，それ以外の文一ナ：は仙を記人し  

ても構わない。病名などはすべてコメントとして  

伝達される。空甘lでも構わない。   

このファイルをEメールに漆付して嘱．託医に  

送信する。なおこのファイルは，パスワードを人  

力しないと展開できないようにセキュリティをか  

けている。   

2）嘱託医側   

メールに添付されたファイルは既存の同名ファ  

イルに上書き保〟をする。そのファイルにリンク  

したグラフ化のExcelのLliJ覧ファイルを開けば．  

春即寺的な変動を見ることができる。   

症状記月・の人文乍には】．0を，小文ノ幸二には（）．5  

を束じ．それをクラス毎に加算集計した数をクラ  

スの園ケIJ放（♯故欠を除く）で険した数倍を％で  

表したこクラス乍り‡と固仝体とに色分けしてグラフ  

化した。・比にすべての症状のグラフを見渡せる  

ように，lページに集めた。   

同様にして小文乍を0．25で乗じてグラフ化し  

たページもある。   

毎日いつも最初にチェックするページは，2つ  

以仁▲のメート伏をANl）ORで加算したグラフであ  

る。「総合」は⇒－1三状記弓一の大文字のどれかがある  

割合，呼l吸器，消化器，皮膚症状の3つのグラフ  

は，症状記ぢ▲の人文字と，症刃犬記号の小文‘ナ：と熱  

（N）や欠席（Y）やり一退（）′）をした児を合わせ  

た刊合，「熱」は（N）の軋「欠席」は休み（Y）  

とトf■・退（y）を合わせた割合である。   

個々の園犯については，ノ己のファイルを開くこ  

とによって，そのコメントや症状記ガで経過の概  

略を知ることができる。  

保育所健康管理の実際   

凶で流行した疾ノ恕の例を，AND ORで加賀二し  

たページでホす（図2）。l叉lのAはRSV感当と端1  

Bは手足∪病（B】：エンテロウイルス7】．BJ：エ  

コーウが分離），Cはサボウイルス1－J腸炎（l叉lで  

は明確ではないが′卜文字も拾うページ（略）では  

明確になる）の流行である。他にもインフルエン  

ザ，ロタウイルス，アデノウイルス，ムンプス，  

ヘルパンギーナ等の流行も緑騙した。   

ファイルを添付してくるノ亡のメールには保育所  

から質問，州譲，行一拝等も時々．‡己人され，私はそ  

れに刈‾する返弔や助「チをしている。さらに，地域  

小犯押付l苫］でのメーリングリストから柑られる感  

染症の隠行l犬況や，その処世や注意点などもメー  

ルしている。   

実際には，この双方でメールをやi）とりするこ  

とによって，お互いの息止し疎通がはかれるように  

なったことに，より意義があった。  

おわりに   

嘱託医による保育所への［1一昔的な関わり合いに  

ついて，訪問，FとIXやインターネットの画像を川  

いている報告はあるが，常時，保育所園兄の健康  

を経l川り．計量的にモニターしているこのような  

報告は知らない。いかなる方法であれ，保育所l瑚  

児のH常的健康管理の普及が望まれる。  

なお，本文の柴旨は節15剛l本外来小甘軒、㌣会年  

次集会（2（）（）5il三日月ヱO Ll，人阪）で＝演した。  
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